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AMT電磁探査から推定される伊豆大島火山の熱水系

Hydrothermal systems of Izu-Oshima Volcano inferred from AMT surveys
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伊豆大島は活動的な火山であり、度々噴火災害を引き起こしていることから、火山活動を適切にモニタリングし、将
来の噴火の時期および場所を正確に予測していくことが必要とされている。前回の 1986-87年山頂噴火では、マグマの
上昇・下降とともに地下水との相互作用を示唆する様々な現象が観測された。したがって、噴火予知の精度を高めてい
くためには、マグマ貫入に伴う熱水系の発達過程を解明することが重要と考えられる。このような背景から、我々は火
山深部の熱水系を把握するため、 2006年 3月に三原山を横切る東北東―西南西方向の測線上の 9点で AMT 法観測を実
施した。また、2007年 6月にはその北側の測線上の 9点で AMT 法観測を実施した。

AMT 観測では、Phoenix社のMTU-5Aシステムを 4台用いて、2～4測点を同時に測定した。各測点で電磁場 5成分の
時系列データを取得し、同時に測定した点の水平磁場データを用いたリモートリファレンス処理によって、周波数 0.35
～10400Hzの範囲のMT パラメータを計算した。データの品質は概ね良好であった。100Hz以上の高周波数のインダク
ションベクトルは三原山火口を向いており、火口浅部に低比抵抗体があることを予想させる。また、低周波数のインダ
クションベクトルは、南西方向を向く。インダクションベクトルの分布および周波数ごとのテンソル分解から、2次元走
向を N40Wと決めた。そして、その方向を仮定したテンソル分解後の見掛比抵抗と位相を用いて、2つの測線について 2
次元解析を実施した。
いずれの測線の 2次元比抵抗断面とも、おおよそ海水準より浅部で高比抵抗、深部で数十Ωm以下の低比抵抗となる

層構造を示している。低比抵抗の原因としては、海水の浸透が考えられる。低比抵抗層はカルデラ下で浅く盛り上がっ
ているおり、カルデラ下では海水が上昇していると解釈される。また、火山深部の温度の高いことが、比抵抗をさらに
下げる原因となっていると考えられる。浅部の高比抵抗層は不飽和のスコリアや溶岩層に対応と考えられるが、三原山
を横切る測線では三原山火口の北東および南西部の浅部に局所的な低比抵抗域が認められる。一方、その北側の測線で
は、地表付近まで伸びる低比抵抗域は存在しない。浅部の低比抵抗域では自然電位が局所的に高くなっており、地表で
認められる噴気・地熱異常とも対応することから、低比抵抗異常は熱水の上昇域を反映していると考えられる。


